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１． はじめに 
燃料電池用触媒には，主として白金が用いられて

いる．しかしながら，希少金属である白金を用いる

ことは，燃料電池のコスト削減への課題および埋蔵

量の問題への解決を困難にしている．そのため，多

くの研究者が，白金使用量の削減や白金代替触媒の

開発を行っている．例えば，独立行政法人新エネル

ギー・産業技術総合開発機構（NEDO）が行ってい

るプロジェクトにおいても，以下のような触媒に関

する技術開発が進められている． 

・ 低白金化技術開発 

・ 酸化物系非貴金属触媒 

・ カーボンアロイ触媒 
低白金化技術開発プロジェクトは，白金触媒使用

量を現状の 1/10 レベルに低減する革新的な要素技

術の開発を目的としている．一方，酸化物系非貴金

属触媒およびカーボンアロイ触媒プロジェクトは，

希少金属を用いない白金代替触媒として提案され，

それぞれ研究開発が行われている． 

我々は，上述の酸化物系非貴金属触媒プロジェク

トに県内企業である太陽化学株式会社（以下，太陽

化学）と共に参画している．その中で，固体高分子

形燃料電池（PEFC）のカソード触媒として，横浜

国立大学太田研究室で開発された非白金系酸化物触

媒材料 1-4)を，メソポーラスシリカ及びメソポーラス

カーボン等の規則性ナノ空孔内でビルドアッププロ

セスにより合成する手法を確立し，非白金系酸化物 

＊ 電子・機械研究課 

触媒材料のナノレベルでの固定化について検討を行

った．また，メソポーラス担体中での非白金系酸化

物触媒の高次構造制御技術についても検討を進め，

その触媒能の高機能化・高活性化を達成することを

目的としている． 
前報 5)では，基礎的な触媒評価方法について報告

した．本報告は，太陽化学で作製された非白金系酸

化物をナノ空孔制御した非白金系酸化物ナノハイブ

リッド触媒の電気化学的評価を行った結果，担持量

による酸素還元開始電位の変化などが明らかになっ

たので報告する． 

 

２． 実験方法 
太陽化学が作製したタンタル酸窒化物（TaON）

を担持したメソポーラスカーボン(MPC)をナノハイ

ブリッド触媒として，三電極式電気化学セル法と回

転ディスク電極法（RDE法）の 2種類の手法を用い
て評価した． 

２．１ 電極作製 
 触媒インクは，触媒粉末，カーボンブラック，1

－プロパノール，超純水および Nafion 溶液を混合
し調製した．グラッシーカーボン（φ5.2mmまたは

φ6mm）上に調製した触媒インクを適量滴下し，そ

の後乾燥させ測定用触媒電極とした． 

２．２ 測定系 
三電極式電気化学セル法 5,6)は，0.1M硫酸水溶液

中に試験触媒電極を配置し，N2および O2雰囲気に

おいて酸素還元電流を測定することにより評価し







ナノ空孔制御されたナノハイブリッド触媒の電気

化学的評価を行った．その結果，以下のような知見

が得られた． 

① EORRの最高値は，Taを 10wt%担持した試料で

あり，0.875V（平均値），0.882V(最高値)であ
った． 

② RDE 法により活性化支配電流および拡散限界

電流の評価が可能であることを確認した． 
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